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田
政
権
に
向
け
て
く
る
の
は
目
に
見
え

て
い
る
。
国
葬
儀
の
是
非
に
つ
い
て
マ

ス
コ
ミ
に
よ
る
世
論
分
断
工
作
が
す
で

に
始
ま
っ
て
い
る
。
岸
田
首
相
に
は
、

国
葬
儀
の
弔
問
外
交
を
通
し
て
安
倍
レ

ガ
シ
ー
の
継
承
者
と
し
て
世
界
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

「
大
和
心
」
を
取
り
戻
せ

　
「
し
き
し
ま
の　

大
和
心
の
を
ゝ
し

さ
は　
こ
と
あ
る
時
ぞ　
あ
ら
は
れ
に

け
る
」

　
平
成
最
後
の
２
０
１
９
年
１
月
の
施

政
演
説
で
、
当
時
の
安
倍
首
相
は
、
日

露
戦
争
開
戦
に
向
け
て
国
民
を
鼓
舞
し

た
明
治
天
皇
の
御
製
を
引
用
、
日
本
人

と
し
て
行
く
べ
き
道
を
次
の
よ
う
に
訴

え
た
。

　
「
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
。
日

本
人
は
幾
度
と
な
く
大
き
な
困
難
に
直

面
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
び
に
、
大

き
な
底
力
を
発
揮
し
、
人
々
が
助
け
合

い
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。
急
速
に
進
む
少
子
高
齢

化
、
激
動
す
る
国
際
情
勢
。
今
を
生
き

る
私
た
ち
も
ま
た
、
立
ち
向
か
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
の
子
や
孫
の

世
代
に
、
輝
か
し
い
日
本
を
引
き
渡
す

た
め
、
共
に
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。」

　
日
本
人
の
中
の「『
大
和
心
』の
雄
々

し
さ
」
を
信
じ
た
明
治
天
皇
、「
神
州

の
不
滅
を
信
じ
、（
省
略
）
誓
っ
て
国

体
の
精
華
を
発
揚
し
、
世
界
の
進
運
に

遅
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を
期
す
べ
し
」（
昭

和
天
皇
の
「
終
戦
の
詔
書
」）
と
日
本

復
興
を
期
待
し
た
昭
和
天
皇
。
安
倍
元

首
相
の
真
意
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

元
首
相
亡
き
後
、
日
本
人
は
今
こ
そ
先

人
が
培
っ
て
き
た
「
大
和
心
」
を
取
り

戻
す
べ
き
で
あ
る
。

自由国民連合

国
が
同
意
し
た
の
は
、
日
米
関
係
で
初

め
て
。
こ
の
結
果
、
日
本
は
、
従
来
の

対
米
従
属
関
係
か
ら
一
歩
抜
け
出
し
て
、

多
国
間
の
軍
事
、
経
済
、
情
報
の
同
盟

関
係
へ
と
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
を
諸
外
国
が
認
め
た
の
で
、
日
米

関
係
、
諸
外
国
と
の
外
交
関
係
で
は
戦

後
初
め
て
の
情
勢
を
構
築
し
た
と
み
て

よ
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
安
倍
氏
に
対
す

る
諸
外
国
の
評
価
が
高
い
の
で
あ
る
。

　
安
倍
氏
は
、
首
相
退
任
後
も
、
安
全

保
障
に
関
し
、「
台
湾
の
有
事
は
、
日

本
の
有
事
、
日
米
同
盟
関
係
の
有
事
で

あ
る
」「
防
衛
予
算
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ(

国
内
総

生
産)

の
２
％
以
上
が
望
ま
し
い
」
な

ど
と
発
言
、
現
政
権
に
影
響
を
与
え
て

い
た
。
２
０
２
２
年
７
月
の
参
院
選
で

自
民
党
は
勝
利
し
、
憲
法
改
正
の
発
議

に
必
要
な
国
会
議
員
３
分
の
２
以
上
の

議
席
を
確
保
し
た
。
現
在
、
岸
田
文
雄

政
権
下
で
防
衛
力
増
強
の
方
針
の
も
と
、

防
衛
省
、
海
上
保
安
庁
の
予
算
の
増
額

検
討
が
始
ま
っ
た
。
今
後
３
年
間
、
国

政
レ
ベ
ル
の
選
挙
は
な
い
。
こ
れ
か
ら

「
新
し
い
国
、
日
本
」
を
目
指
そ
う
と

し
た
安
倍
氏
が
参
院
選
投
開
票
前
の
７

月
８
日
に
銃
弾
に
倒
れ
た
の
で
あ
る
。

　
安
倍
元
首
相
の
「
国
葬
儀
」
が
９
月

27
日
に
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
る
。
約

６
０
０
０
人
の
弔
問
客
が
入
り
、
海
外

か
ら
多
数
の
要
人
が
訪
れ
る
予
定
だ
。

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
現
職
大
統
領
は

じ
め
、
米
国
か
ら
ハ
リ
ス
副
大
統
領
、

オ
バ
マ
元
大
統
領
ら
の
名
前
が
挙
が
っ

て
い
る
。
日
本
の
評
価
を
国
際
的
に
高

め
た
安
倍
元
首
相
の
レ
ガ
シ
ー
（
政
治

的
遺
産
）
を
誰
が
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
今
の
と
こ
ろ
、
岸
田
首
相

に
任
せ
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
リ
ベ

ラ
ル
な
マ
ス
コ
ミ
が
「
政
敵
」
の
安
倍

元
首
相
が
亡
く
な
っ
た
今
、
矛
先
が
岸
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自
民
党
安
倍
派
は
８
月
25
日
、
総
会

を
開
き
冒
頭
に
、
出
席
者
が
黙
と
う

を
さ
さ
げ
、「
元
首
相
の
遺
志
を
継
ぎ
、

心
を
一
つ
に
し
て
頑
張
る
と
の
誓
い
を

申
し
上
げ
た
」（
塩
谷
立
会
長
代
理
）。

午
後
に
は
、
同
派
の
世
耕
弘
成
参
院
幹

事
長
や
西
村
康
稔
経
済
産
業
相
ら
が
私

邸
を
訪
れ
た
。

　
25
日
に
は
、
警
察
庁
が
安
倍
元
首
相

銃
撃
事
件
に
関
し
、警
備
計
画
の
不
備
、

要
人
後
方
の
「
空
白
」
の
ミ
ス
な
ど
を

ま
と
め
た
報
告
書
を
発
表
、
同
時
に
、

中
村
格
警
察
庁
長
官
と
奈
良
県
警
の
鬼

塚
友
章
本
部
長
が
辞
意
を
表
明
、
翌
日

承
認
さ
れ
た
。
警
備
部
門
ト
ッ
プ
の
桜

沢
健
一
警
備
局
長
の
辞
職
も
閣
議
で
承

認
さ
れ
た
。

　
警
備
体
制
の
不
備
は
公
開
さ
れ
た
も

の
の
、
事
件
の
真
相
は
未
だ
に
公
開
さ

れ
て
い
な
い
。
安
倍
元
首
相
の
死
因
は

何
だ
っ
た
の
か
、「
見
つ
か
っ
て
い
な

い
」
と
い
わ
れ
る
銃
弾
の
行
方
、
な
ぜ

当
日
の
警
備
が
不
備
だ
っ
た
の
か
、
山

上
徹
也
容
疑
者
の
単
独
犯
行
か
、
複
数

犯
か
、
な
ぜ
警
護
官
は
一
発
の
爆
音
の

き
、
内
閣
総
理
大
臣
を
中
心
に
、
日
常

的
に
、
機
動
的
に
審
議
す
る
場
と
し
て

国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
を
内

閣
に
設
置
し
た
。
同
時
に
、
安
全
保
障

に
関
す
る
情
報
の
う
ち
特
に
秘
匿
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
を
「
特
定
秘
密
」
と

し
て
指
定
し
、
漏
洩
し
た
場
合
の
罰
則

な
ど
を
定
め
た
特
定
秘
密
保
護
法
を
成

立
さ
せ
、
同
盟
諸
国
と
機
密
情
報
を
共

有
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
（
２
０
１

４
年
12
月
10
日
に
施
行
）。

　
そ
の
上
で
、２
０
１
５
年
９
月
、「
我

が
国
お
よ
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安

全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法

の
一
部
改
正
す
る
法
律
」（
平
和
安
全

法
制
整
備
法
）
と
「
国
際
平
和
共
同
対

処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る

諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援

活
動
等
に
関
す
る
法
律
」（
国
際
平
和

支
援
法
）
か
ら
な
る
平
和
安
全
法
制
関

連
２
法
（
安
保
法
制
）
を
成
立
さ
せ
、

喫
緊
の
安
全
保
障
対
応
と
し
て
一
部
集

団
的
自
衛
権
を
容
認
す
る
憲
法
解
釈
の

変
更
を
実
現
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

台
湾
有
事
の
際
の
日
米
共
同
訓
練
が
可

能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
安
保
法
制
の
成
立
を
受
け
、
安

倍
氏
は
、
自
由
と
繁
栄
の
弧
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
構
想
、
そ
し
て

「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
構

想
」
を
提
唱
、
軍
事
同
盟
関
係
で
は
な

い
が
、
日
米
豪
印
の
事
実
上
の
安
全
保

障
体
制
（
ク
ワ
ッ
ド
）
を
構
築
し
た
。

こ
の
安
倍
氏
の
日
本
主
導
の
構
想
に
米

く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る

と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社

会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を

養
う
」
と
し
て
「
愛
国
心
」「
郷
土
愛
」

を
盛
り
込
ん
だ
。

　
ま
た
、
憲
法
改
正
に
伴
う
国
民
投
票

法
を
見
直
し
、
具
体
的
な
手
順
を
示
す

法
改
正
を
し
、
平
成
19
年
に
「
日
本
国

憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
（
憲

法
改
正
国
民
投
票
法
）」
が
可
決
、
同

年
５
月
18
日
に
公
布
し
た
（
そ
の
後
、

第
二
次
安
倍
政
権
下
の
平
成
26
年
と
菅

政
権
の
令
和
３
年
に
細
部
の
改
正
を
施

し
て
、
こ
れ
で
制
度
は
整
っ
た
）。

　
「
一
年
間
の
在
任
期
間
の
中
で
、
こ

れ
だ
け
重
要
な
法
案
を
可
決
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
安
倍
首
相
で
な
く
て

は
で
き
な
か
っ
た
」「
安
倍
氏
は
、
政

治
家
と
し
て
、
常
に
日
本
を
基
軸
に
立

脚
し
て
い
た
」（
文
芸
評
論
家
、
小
川

榮
太
郎
氏
）。
そ
の
こ
と
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
反
日
政
策
に
便
乗
し
て
浮
上
し
た
マ

ス
コ
ミ
、
文
化
人
、
有
識
者
に
は
絶
対

に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
マ
ス
コ
ミ
、
文
化
人
は
、
安
倍
政

権
を
攻
撃
の
的
に
し
た
の
で
あ
る
。

「
日
本
を
、
取
り
戻
す
。」

　
自
民
党
は
５
年
間
の
野
党
時
代
を
経

て
、
２
０
１
２
年
12
月
、
民
主
党
か
ら

政
権
交
代
し
、
第
二
次
安
倍
政
権
が
始

ま
っ
た
。
12
月
の
総
選
挙
で
自
民
党
は

「
日
本
を
、
取
り
戻
す
。」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
た
。「
こ
れ
は
単
に
民
主
党

政
権
か
ら
日
本
を
取
り
戻
す
と
い
う
意

味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
敢
え
て
言
う
な

ら
、
こ
れ
は
戦
後
の
歴
史
か
ら
、
日
本

と
い
う
国
を
日
本
の
手
に
取
り
戻
す
戦

い
で
あ
り
ま
す
」（
前
出
著
書
）
と
い

う
意
味
だ
っ
た
。

　

第
二
次
政
権
で
は
、「
デ
フ
レ
か
ら

の
脱
却
」（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
金
融
、

財
政
、
成
長
戦
略
）、「
地
球
儀
を
俯
瞰

す
る
外
交
」そ
し
て「
総
合
安
全
保
障
」

を
打
ち
出
し
た
。

　
中
で
も
特
記
す
べ
き
は
、
安
倍
外
交

は
、
従
来
の
自
民
党
首
相
の
日
米
同
盟

を
中
心
と
し
た
対
米
従
属
関
係
で
は
な

く
、
日
本
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な
ア

ジ
ア
安
全
保
障
の
確
立
に
あ
っ
た
。

　
安
倍
政
権
は
、２
０
１
３
年
12
月
に
、

外
交
、
安
全
保
障
の
司
令
塔
と
し
て
、

国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ

Ｑ（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）

に
よ
る
占
領
政
策
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、

憲
法
改
正
と
安
全
保
障
体
制
の
見
直
し

に
取
り
組
ん
だ
。
内
閣
府
の
防
衛
庁
を

独
立
し
た
防
衛
省
に
昇
格
し
て
外
国
と

の
防
衛
交
渉
で
防
衛
大
臣
と
し
て
対
等

な
立
場
を
確
保
し
た
。
教
育
基
本
法
の

改
正
で
は
、「
人
格
の
完
成
」
と
「
国

家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
資
質
の

育
成
」
を
教
育
の
目
標
と
定
め
、「
伝

統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ

後
、
安
倍
氏
を
防
御
で
き
な
か
っ
た
の

か
、
安
倍
氏
は
な
ぜ
屈
む
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
か
―
―
な
ど
解
明
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
。
山
上
容
疑
者
は

精
神
鑑
定
の
た
め
半
年
ほ
ど
入
院
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
容
疑
者
の
供
述

は
真
実
な
の
か
ど
う
か
。
警
察
当
局
の

捜
査
と
解
明
に
期
待
し
た
い
。同
時
に
、

真
実
を
国
民
に
知
ら
せ
る
使
命
が
あ
る

マ
ス
コ
ミ
も
、
事
件
の
真
相
を
究
明
し

て
ほ
し
い
。

「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」

　
第
一
次
第
二
次
安
倍
政
権
、
８
年
８

ヶ
月
歴
代
最
長
の
総
理
と
し
て
安
倍
元

首
相
の
政
治
姿
勢
に
貫
か
れ
て
い
た
も

の
は
、「
政
治
は
未
来
の
た
め
に
あ
る
」

「
こ
の
国
を
自
信
と
誇
り
の
持
て
る
国

に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
」（
安
倍
晋
三

著
「
新
し
い
国
へ
」）
で
あ
っ
た
。
安

倍
元
首
相
の
偉
業
は
一
言
で
は
語
り
つ

く
せ
な
い
。主
な
業
績
を
取
り
上
げ
る
。

　

第
一
次
政
権
で
は
、「
戦
後
レ
ジ
ー

ム
か
ら
の
脱
却
」
を
掲
げ
、
戦
後
Ｇ
Ｈ

自
由
國
民
新
聞

尊
皇
愛
国・反
共
救
国・保
守
団
結・国
際
連
帯
──
自
由
国
民
連
合

都内で行われた「神武天皇復活式」＝2月11日

　
安
倍
元
首
相
が
７
月
８
日
に
凶
弾
に
倒
れ
、
亡
く
な
っ
て
８
月
25
日
に
49
日
を

迎
え
た
。
四
十
九
日
の
法
要
は
、
東
京
都
の
富
ヶ
谷
の
私
邸
で
、
昭
恵
夫
人
や
実

弟
の
岸
信
夫
首
相
補
佐
官
な
ど
親
族
が
集
ま
っ
て
営
ま
れ
た
。
し
か
し
、
事
件
の

真
相
は
未
だ
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
９
月
27
日
に
元
首
相
の
国
葬
儀
が
行
わ
れ

る
。
元
首
相
が
こ
れ
ま
で
日
本
と
世
界
に
貢
献
し
た
も
の
と
は
何
か
、
元
首
相
の

遺
志
は
何
か
を
考
え
、
自
由
国
民
連
合
と
し
て
元
首
相
の
偉
業
を
振
り
返
る
。

安倍晋三元首相

日
本
人
よ
、「
大
和
心
」
を
と
り
戻
せ

安
倍
元
首
相
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承
せ
よ
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先
月
７
月
10
日
の
参
院
選
投
開
票
当

日
、
ネ
ッ
ト
配
信
の
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
正

論 

参
院
選
開
票
特
番
」
を
見
て
い
た

ら
、
千
葉
県
香
取
市
に
あ
る
香
取
神
宮

の
境
内
に
８
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
安
倍

元
総
理
の
「
大
和
心
」
と
書
か
れ
た
石

碑
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
３
月
末
に
鹿
島
神
宮
を

参
拝
し
た
際
、
近
く
に
あ
る
香
取
神
宮

に
も
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
香

取
神
宮
は
駅
か
ら
離
れ
て
い
て
、
神
宮

近
く
に
停
ま
る
高
速
バ
ス
が
コ
ロ
ナ
禍

の
為
に
東
京
駅
か
ら
１
日
１
本
、
夕
方

発
の
便
し
か
な
か
っ
た
の
で
行
く
事
が

出
来
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
な
ん

と
し
て
も
行
こ
う
と
調
べ
た
ら
５
月
末

か
ら
土
日
祝
日
に
限
り
１
日
３
本
の
運

行
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
早
速
参
拝
に

出
か
け
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
、
東
京
駅
か
ら
高
速
バ
ス

で
１
時
間
15
分
程
、
念
願
の
香
取
神
社

に
到
着
し
ま
し
た
。
当
日
の
香
取
市
の

天
気
予
報
は
非
常
に
暑
い
予
報
だ
っ
た

の
で
す
が
、
連
日
の
暑
さ
が
嘘
の
よ
う

に
涼
し
い
日
で
し
た
。

な
ど
と
共
に
、
岸
元
総
理
や
佐
藤
元
総

理
、
福
田
元
総
理
な
ど
か
ら
の
献
上
品

の
刀
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
、
世
界
的
に
有
名
な
フ
ラ
ン

ス
人
画
家
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル　
ス
キ
ャ

ル
シ
ャ
フ
ィ
キ
の
古
事
記
の
一
場
面
が

描
か
れ
た
絵
が
飾
ら
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
と
て
も
神
秘
的
で
印
象
的
な
絵
で

し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
宝
物
殿

に
安
倍
元
総
理
の
ご
真
筆
は
有
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
を
待
つ
間
に
参
道
の
お

店
で
昼
食
を
食
べ
、
清
算
の
時
に
お
店

の
方
が
色
々
話
し
か
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
方
が
ご
真
筆
は
今
何
処
に
有

る
の
か
を
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
実

際
の
揮
毫
も
石
碑
位
に
大
き
い
の
だ
そ

う
で
す
。

晋
三
奉
賛
会
長
」
へ
の
哀
悼
の
意
が
表

さ
れ
て
い
ま
し
た
。安
倍
元
総
理
の「
大

和
心
」
と
言
う
揮
毫
は
奉
賛
会
長
と
し

て
書
か
れ
た
の
で
す
。

　
参
拝
前
に
何
故
安
倍
元
総
理
が
奉
賛

会
長
に
就
任
さ
れ
た
の
か
知
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
神
社
の
方

か
ら
そ
の
経
緯
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
奉
賛
会
の
初
代
会

長
が
岸
信
介
元
総
理
で
、
そ
れ
か
ら
歴

代
の
首
相
経
験
者
に
奉
賛
会
長
を
お
願

い
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
前
回
の
大
祭
の

際
に
当
時
の
安
倍
総
理
に
お
願
い
し
た

ら
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
石
碑
を
見
な
が
ら
普
通
「
大
和
」
の

言
葉
の
後
に
は
「
魂
」
と
言
う
言
葉
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、
安
倍
元
総
理

が
「
大
和
心
」
と
揮
毫
さ
れ
た
そ
の
心

を
知
り
た
い
と
思
う
と
共
に
、
こ
の
揮

毫
の
ご
真
筆
は
何
処
に
有
る
の
か
、
有

る
の
な
ら
見
て
み
た
い
、
と
思
い
ま
し

た
。
も
し
か
し
た
ら
ご
真
筆
が
宝
物
殿

に
有
る
か
も
知
れ
な
い
と
、
宝
物
殿
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
宝
物
殿
に
は
国
宝
の「
海
獣
葡
萄
鏡
」

　
本
殿
参
拝
後
に
御
朱
印
を
も
ら
う
時

に
安
倍
元
総
理
の
石
碑
の
場
所
を
尋
ね

る
と
、
本
殿
の
裏
手
左
側
に
目
指
す
石

碑
が
有
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
立
つ
大
き

な「
大
和
心
」と
書
か
れ
た
石
碑
を
見
、

撫
で
た
り
し
な
が
ら
と
て
も
離
れ
難
く

し
ば
ら
く
立
ち
つ
く
し
ま
し
た
。
そ
の

辺
り
に
30
分
近
く
い
た
の
で
す
が
安
倍

元
総
理
の
石
碑
に
気
付
く
人
は
少
な
か

っ
た
で
す
。

　
香
取
神
宮
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
今

は
削
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
倍
元
総

理
が
亡
く
な
っ
た
翌
日
付
け
で
「
安
倍

　
香
取
市
に
あ
る
香
取
神
宮
は
、
全
国

に
あ
る
香
取
神
社
の
総
本
社
。
御
祭
神

は
、
経
津
主
大
神
（
ふ
つ
ぬ
し
の
お
お

か
み
）
で
す
。
古
く
か
ら
国
家
鎮
護
の

神
と
し
て
皇
室
か
ら
の
御
崇
敬
が
最
も

篤
く
、
特
に
『
神
宮
』
の
御
称
号
（
明

治
以
前
に
は
伊
勢
・
香
取
・
鹿
島
の
み
）

を
以
て
奉
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
道
正
面
の
朱
色
の
鳥
居
を
く
ぐ

り
、
木
々
鬱
蒼
と
し
た
玉
砂
利
の
参
道

の
両
側
に
は
、
桜
や
楓
が
植
え
ら
れ
て

い
て
鮮
や
か
な
緑
に
癒
さ
れ
つ
つ
、
ま

ず
は
香
取
護
國
神
社
を
参
拝
し
ま
し

た
。
そ
し
て
す
ぐ
近
く
の
有
名
な
要
石

へ
。
神
宮
の
資
料
に
よ
る
と
、「
古
く

よ
り
こ
の
地
方
は
大
変
地
震
が
多
く
、

こ
れ
は
、
地
中
に
大
き
な
ナ
マ
ズ
が
住

み
着
い
て
荒
れ
騒
い
で
い
る
の
だ
と
。

香
取
・
鹿
島
両
神
宮
の
大
神
様
等
は
、

地
中
に
深
く
石
棒
を
差
し
込
み
、
大
ナ

マ
ズ
の
頭
尾
を
刺
し
通
さ
れ
た
と
い
い

ま
す
。
当
神
宮
は
凸
形
、
鹿
島
は
凹
形

で
、
地
上
に
一
部
を
現
し
、
深
さ
幾
十

尺
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
。

　
奥
宮
を
参
拝
後
、
正
面
の
総
門
か
ら

入
り
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

朱
色
の
楼
門
を
く
ぐ
り
、
と
て
も
美
し

い
黒
塗
り
の
本
殿
に
見
惚
れ
つ
つ
参
拝

し
ま
し
た
。
楼
門
の
上
に
あ
る
額
は
東

郷
平
八
郎
の
筆
に
よ
る
も
の
だ
そ
う
で

す
。

　
本
殿
は
、
楼
門
と
同
じ
く
元
禄
13
年

（
１
７
０
０
年
）、
５
代
将
軍
徳
川
綱
吉

の
命
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、

桃
山
様
式
を
色
濃
く
残
し
、
こ
の
時
期

の
神
社
建
築
を
代
表
す
る
建
物
と
し
て

昭
和
52
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
あ
ま
り

見
た
事
の
無
い
黒
塗
り
の
堂
々
と
し
た

本
殿
で
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
疑
問
、何
故
「
大
和
魂
」

で
は
無
く
「
大
和
心
」
な
の
か
？
と
言

う
疑
問
を
尋
ね
た
ら
、「
そ
れ
は
聞
い

た
こ
と
が
無
い
な
ぁ
。
今
度
宮
司
に
会

っ
た
ら
聞
い
と
く
よ
」
と
言
っ
て
下
さ

り
、「
必
ず
ま
た
来
ま
す
か
ら
教
え
て

下
さ
い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
私
は
参
拝
す
る
神
社
を
一
期
一
会
の

心
情
で
参
拝
し
て
い
ま
す
。
次
に
参
拝

出
来
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
今

回
も
そ
の
様
な
気
持
ち
で
参
拝
に
出
掛

け
ま
し
た
が
、
安
倍
元
総
理
の
石
碑
も

有
り
、
ま
た
香
取
神
宮
の
雰
囲
気
が
と

て
も
良
く
、
ま
た
訪
ね
た
い
と
言
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。「
大
和
心
」
と

揮
毫
さ
れ
た
安
倍
元
総
理
の
そ
の
心
を

訪
ね
る
為
に
ま
た
参
拝
す
る
理
由
が
出

来
ま
し
た
。

　
自
由
国
民
連
合
の
有
識
者
に
よ
っ
て

国
内
、
海
外
の
情
勢
を
分
析
、
研
究
す

る
内
外
情
勢
認
識
会
議
は
、
７
月
30
日

と
８
月
20
日
の
２
回
行
っ
た
。

　
７
月
30
日
の
テ
ー
マ
は
憲
法
改
正
問

題
で
、各
政
党
や
保
守
系
団
体
の
提
示
す

る
憲
法
九
条
改
正
草
案
を
比
較
し
た
。

そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
草
案
は
同
音

異
句
で
あ
り
、
①
侵
略
戦
争
は
行
わ
な

い
、
②
自
衛
の
た
め
の
国
軍
を
保
持
す

る
、
③
内
閣
総
理
大
臣
が
最
高
指
揮
権

を
持
つ
、
と
い
う
三
点
が
共
通
し
て
い

た
。
重
要
な
こ
と
は
国
際
標
準
の
軍
隊

を
保
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
改
正
の
要

点
は
そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
自
由
国
民
連
合
と
し
て
の
独
自
の
九

条
改
正
案
を
持
つ
べ
き
か
を
検
討
し
た

が
、
自
民
党
草
案
に
我
々
の
意
図
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
自
民
党

案
を
支
持
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
８
月
20
日
は
二
つ
の
テ
ー
マ
が
あ
っ

た
。
第
一
は
前
回
に
引
き
続
き
改
憲

の
話
題
で
、
特
に
国
民
投
票
制
度
の
研

究
を
し
た
。
改
憲
は
憲
法
九
十
六
条
で

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
改
憲
を

行
う
際
に
必
要
と
な
る
具
体
的
な
手
続

き
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
長
い

間
手
つ
か
ず
の
ま
ま
だ
っ
た
。
第
一
次

安
倍
政
権
の
平
成
19
年
に
な
っ
て
よ
う

や
く
「
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関

す
る
法
律
（
憲
法
改
正
国
民
投
票
法
）」

が
可
決
、同
年
５
月
18
日
に
公
布
さ
れ
、

第
二
次
安
倍
政
権
下
の
平
成
26
年
と
菅

政
権
の
令
和
３
年
に
細
部
の
改
正
を
施

し
て
、
こ
れ
で
制
度
は
整
っ
た
。

　
し
か
し
改
め
て
制
度
を
検
討
し
て
み

る
と
、
難
関
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
が

見
え
て
き
た
。
そ
れ
を
後
押
し
す
る
の

は
世
論
の
力
で
あ
り
、
積
極
的
に
働
き

か
け
る
必
要
性
を
再
確
認
し
た
。

　
第
二
は
歴
史
の
話
題
で
、
大
日
本
帝

国
時
代
で
の
戦
争
犠
牲
者
、
軍
事
費
に

つ
い
て
勉
強
し
た
。
政
府
統
計
、
靖
国

神
社
の
合
祀
者
数
な
ど
か
ら
、
日
清
戦

争
、
日
露
戦
争
、
満
州
事
変
か
ら
大
東

亜
戦
争
を
含
め
て
、
合
計
約
二
百
五
十

万
人
の
軍
人
・
軍
属
（
戦
没
者
率
は
30

％
）、
80
万
人
の
民
間
人
が
犠
牲
と
な

安
倍
元
総
理
の
揮
毫
「
大
和
心
」
の
石
碑

っ
て
い
る
。
ま
た
戦
争
遂
行
中
の
軍
事

費
は
国
家
予
算
の
８
～
９
割
を
支
出
し

て
い
た
。

　
弱
肉
強
食
が
幅
を
利
か
せ
る
当
時
の

帝
国
主
義
時
代
の
国
際
情
勢
の
中
で
、

先
人
た
ち
は
、
ま
さ
に
国
家
の
命
運
を

か
け
た
命
が
け
の
戦
い
で
日
本
と
い
う

国
を
存
続
さ
せ
て
き
た
。
そ
う
し
た
先

人
た
ち
の
英
霊
の
庇
護
の
も
と
、
日
本

国
民
は
大
東
亜
戦
争
終
戦
後
、
皇
室
を

中
心
と
し
て
今
日
の
平
和
と
繁
栄
を
作

り
上
げ
て
き
た
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

　
引
き
続
き
、阿
部
会
長
が
講
話
。「
日

本
に
は
、
茶
道
、
華
道
、
武
道
、
和
食

等
の
日
本
精
神
を
形
に
表
し
た
文
化
が

あ
る
」
と
し
て
、
日
本
文
化
の
継
承
の

大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

自
身
の
自
叙
伝
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、

英
国
と
日
本
の
国
家
的
使
命
を
一
つ
に

繋
ぐ
こ
と
の
重
要
性
と
、
金
沢
で
の
体

験
談
な
ど
を
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
は
最
近
思
う
事
と
し
て
、
国
難

と
云
わ
れ
る
少
子
化
問
題
に
つ
い
て
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、フ
ラ
ン
ス
の
例
を
上
げ
、

「
人
口
増
の
背
後
に
は
夫
婦
別
姓
な
ど

戸
籍
廃
止
の
動
き
が
あ
る
。
日
本
で
も

そ
の
様
な
流
れ
に
な
り
そ
う
で
危
惧
し

て
い
る
」と
懸
念
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
会
長
は
、
日
蓮
の
「
立
正

安
国
論
」
に
触
れ
、
国
の
未
来
の
為
に

自
ら
提
案
し
た
「
神
洲
日
本
建
設
」
と

題
し
た
「
自
由
国
民
連
合
起
願
文
」
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。
同
起
願
文
は
十
六

項
目
か
ら
な
る
四
字
熟
語
で
、
自
国
連

の
目
標
を
明
確
に
示
し
た
も
の
で
、
女

性
局
の
使
命
と
役
割
を
改
め
て
自
覚
し

ま
し
た
。

内
外
情
勢
認
識
会
議

心
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て 

私
の
神
社
巡
り

西
ゆ
か
り
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

安
倍
元
総
理
の「
大
和
心
」の
石
碑
を
訪
ね
て
─
─
香
取
神
社

女
性
局
の
使
命
と
役
割
を
自
覚

女性局の集会

憲
法
改
正
と
大
日
本
帝
国
時
代
の
戦
争
の
実
情
を
研
究

　
自
国
連
女
性
局
は
７
月
３
日
、
東
京

都
内
の
集
会
場
で
、
暑
い
陽
ざ
し
の

中
、
阿
部
正
寿
会
長
を
囲
む
会
・
茶
話

会
を
首
都
圏
会
員
７
人
参
加
で
行
い
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
女
性
局
次
長
の
末
広
涼
子
さ

ん
が
茶
道
の
心
得
、
作
法
、
歴
史
（
表

千
家
、
裏
千
家
、
そ
の
他
流
派
）
に
つ

い
て
講
話
。「
茶
道
、
華
道
、
武
道
等

は
形
か
ら
入
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
の

動
き
に
は
意
味
が
あ
り
ま
す
。
茶
道
の

場
合
は
御
客
様
の
た
め
の
心
づ
か
い
、

お
も
て
な
し
と
い
う
形
の
意
味
合
い
が

わ
か
れ
ば
、
綺
麗
な
御
点
前
、
作
法
に

な
り
ま
す
」
と
説
明
、
今
回
は
、
客
側

か
ら
の
作
法
（
頂
く
時
）
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
手
際
よ
く
御
茶
会
が
始
ま
り
、
七
夕

を
描
い
た
生
菓
子
、
干
菓
子
、
御
抹
茶

を
頂
き
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
千
利
休
の

茶
人
と
し
て
の
生
き
方
に
想
い
を
馳
せ

て
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

阿
部
会
長
を
囲
む
会

首
都
圏
女
性
局

香取神社正殿


